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東京カテドラル聖マリア大聖堂

所 在地:東京都文京豆関口�  3丁目� 16番目号

竣 工 年 :1964年{時和� 39年)� 

(1985、1997、2004、2007年改修)

用 途教会堂・礼拝堂

建物所有者:宗教法人カトリック東京大司教区

計者:総丹下都市建築設計

大成建五臨機一綾建築土事務所〈改鋳)

蕗工者:大成建設鮒

維持管現者:宗教法人カトリック東京大司教誌

数ある丹下建築の中で、も屋内総合競技場と並んで最高傑作とも評される建築である。� 

1964年の竣工以来、これまで議長をも維持保全工事が重ねられてきており、竣工21年、� 33年目に続き� 43

年自の大震機改修として笑絡された今回� (20昨年〉の工事ではオリジナルデザインを踏襲しつつ、これま

で謡えてきた悩ましい開題点を抜本的に解決するものとして爽擁された。� 

HP (双曲放物襲〉シェルのコンクリ…ト劣化は内外部共徐々にではあるが進行しており、 F号機でもわ

ずかながらエフロレッセンスが生じていた。また、竣工以来ほとんどノ…メンテナンスだった外装ステ

ンレスには腐食や捲れが生じ、� iご地鉄骨にも発錯が生じていた。今出の外装改修は、� RC躯体の跨水対策

を充分に施したよでステンレス板を会語貼替えるという、万全を期したものであった。 ド地のRC喜巨体と

逆梁形状の縦讃鶴子梁を、水勾配の整形補正をした上で全体に塗膜給水を施した後、新たに溶融亜鉛メツ

キの軽議鉄骨ド地を流し、ヌド毛セメント板+ゴムアスルーフィングシ…トを貼っている� 仕上げのステO

ンレス板は熱膨強捺数が低く耐候性の高いフェライト系ステンレスに変え、谷部の板を固定後LlI務化粧

カバーをはめ込んで、ゆく瓦榛ままきの鎮まりとしている。山部の長尺カバーは最長38mもあり、クレ}ン

で吊り上げる欝車屈しないように滋吊の格納治具を製作しボックストラスに悶定するなど施工上の工夫

がなされている。

トップライトについては� 1985年、� 1997年の� 2凶にわたり応急処置的対誌として折板屋根を譲せて機能

維持してきたが、今屈折板を撤去し爾は会て外に落とすシーjレによらない納まりのアルミトップライト

を新設している� この改接により大聖堂内部にそそぎ込む大十字の荘厳な光が竣工当時のままに蘇った。G

大聖堂舟部の瓶明については電球切れ毎に足場を組まなければ交換できなかったトップライトの燕鳴を

昇降式の大般のものに換え、夜間の明るさを確保した。近い将来にはLED務明を採用し、黒度分散期へ

の改修を見込んでいる。また、地下惣堂へのアブロ}チが身障者対誌となっていないため、電動昇降設

備を新設してのバリアフリ…イヒも計服されている。さらに、大聖堂と問時期に竣工した鐘楼の改修や鉱

層棟滋上の防水更新なども今後実施してゆく計画となっている。竣工以来語思し続けてきた受変電設備

はカトリックセンタ…改修や献堂50J越年に向け計滋されている構内再構築整備、将来の空調増強に備え

て今回全謡史挺している。

今留の外誌を中心とした大規模改修は極めて難易度が高い工事を伴ったが、竣工呼のオリジナルデザ

インを堅持しつつ品質的に今後永年にわたって不具合を生じさせないという要求に充卦応えられるもの

となっている。この建物は建築主をはじめとする多くのカトリック器者の方々より寄せられた深い愛'11を

と理解、永続性への願いに支えられており、安定した維持管理、運用がこれまで、と関様に了療に仔われ

てゆくことが期待できる� ロングライブ部門の優れた建物として表彰にイ践するものであるG c 
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